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江田島市地域経済動向調査（令和２年２月） 

 

■全国の景況 

 

◇月例経済報告（令和元年１２月号より） 

 

 『景気は、輸出が引き続き弱含むなかで、製造業を中心に弱さが一段と増しているものの、 

  緩やかに回復している。』 

 

 ・個人消費は、持ち直している。 

 ・設備投資は、機械投資に弱さもみられるが、緩やかな増加傾向にある。 

 ・輸出は、弱含んでいる。 

 ・生産は、一段と弱含んでいる。 

 ・企業収益は、高い水準にあるものの、製造業を中心に弱含んでいる。企 業の業況判断は、製造業を中心 

  に引き続き慎重さが増している。 

 ・雇用情勢は、改善している。 

 ・消費者物価は、このところ上昇テンポが鈍化している。 

 ・先行きについては、当面、弱さが残るものの、雇用・所得環境の改善が 続くなかで、各種政策の効果も 

  あって、緩やかな回復が続くことが期待さ れる。ただし、通商問題を巡る動向、中国経済の先行き、英 

  国のＥＵ離脱 等の海外経済の動向や金融資本市場の変動の影響に加え、消費税率引上げ 後の消費者マイ 

  ンドの動向に留意する必要がある。 

 

◇中小企業景況調査（２０１９年１０～１２月より） 

 

 『中小企業の業況判断ＤＩは、４期連続で低下したが、今後の見通しでは改善の動きが見られる。』 

          

 ・２０１９年１０～１２月期の全産業の業況判断ＤＩは、（前期▲１６.６→）▲２１.１（前期差４.５ポイ 

  ント減）となり、４期連続してマイナス幅が拡大した。 

 ・製造業の業況判断ＤＩは、（前期▲１７.２→）▲２２.４（前期差５.２ポイント減）と６期連続してマイ 

  ナス幅が拡大した。 

 ・非製造業の業況判断ＤＩは、（前期▲１６.４→）▲２０.６（前期差４.２ポイント減）と３期連続してマ 

  イナス幅が拡大した。 

 

             図表１ 中小企業の業況判断（2019年10月～12月期） 
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 ・地域別の業況判断ＤＩ（全産業）は、近畿、関東、中部、四国、九州・沖縄、中国、北 海道、東北のす  

  べての地域でマイナス幅が拡大した。 

 

          図表２ 中小企業の地域別業況判断ＤＩの推移（全産業） 

              （2016年10月－12月期～2019年10月－12月期） 
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■広島県の景況 

 

◇広島県内経済情勢報告（令和２年１月） 

 

 『県内経済は、生産に弱さがみられるものの、緩やかに回復している』 

 

 ・個人消費：「回復しつつある」 

          百貨店販売、スーパー販売は衣料品などが低調であり、前年を下回っている。乗用車販売   

        （新車登録・ 届出台数）は、普通乗用車、小型乗用車、軽乗用車いずれも低調であり、前年   

        を下回っている。家電販売 は白物家電やパソコンなどが、ドラッグストア販売は食料品など 

               が好調であり、前年を上回っている。これらのことなどから、個人消費は、全体では回復し 

               つつある。 

 ・生産活動：「回復の動きに一服感がみられる」 

         電気機械は、テレビなどの液晶ディスプレイ向け電子部品の需要が堅調であることなどか 

               ら、増加して いる。一方、輸送機械は、自動車が一部車種の需要に弱い動きがみられること 

               などから、減少している。 一般機械は、自動車部品向けプラスチック加工機械の需要に弱い 

               動きがみられることなどから、減少している。鉄鋼は、設備トラブルの影響などにより、減 

               少している。プラスチック製品は、スマートフォン向 けの需要に一服感がみられることなど 

               から、減少している。このように、生産活動は、全体では回復の動 きに一服感がみられる。 

 ・雇用情勢：「着実に改善しており、人手不足感が引き続き強い状況にある」 

         有効求人倍率（元年9～11月）は1.98倍と、全国の1.57倍と比べ高水準で推移している 

               ほか、新規求 人倍率も引き続き高水準で推移するなど、雇用情勢は、着実に改善しており、 

               人手不足感が引き続き強い状況にある。  

  ・設備投資：「元年度は前年度を上回る見込み」 

        〇製造業では、「その他の輸送用機械」、「食料品」などで減少するものの、「自動車」、「生産 

                  用機械」 などで増加することから、全体では前年度を上回る見込みとなっている。 

        〇非製造業では、「金融・保険」、「小売」などで減少するものの、「運輸・郵便」、「その他の 

                  サービス」などで増加することから、全体では前年度を上回る見込みとなっている。 

 ・企業収益：「元年度は減益見込み」 

        〇製造業では、「その他製造」、「木材・木製品」などで増益となるものの、「生産用機械」、 

                 「非鉄金属」などで減益となることから、全体では減益見込みとなっている。 

        〇非製造業（除く「電気・ガス・水道業」、「金融業、保険業」）では、「建設」、「学術研究、 

                  専門・技 術サービス」などで増益となるものの、「小売」、「運輸・郵便」などで減益とな 

                  ることから、全体では減益見込みとなっている。 

 ・企業の景況感：「『下降』超幅は拡大」 

          企業の景況判断ＢＳＩは、「下降」超幅が拡大している。なお、先行きは「下降」超幅      

                  が縮小する見通しとなっている。  

  ・住宅建設：「前年を上回る」 

        新設住宅着工戸数でみると、給与住宅、持家が減少しているものの、分譲住宅、貸家が増加 

        していることから、前年を上回っている。    

 ・輸  出：「前年を下回る」 

         県内通関実績（円ベース）でみると、輸出は、電気機器、鉄鋼などが減少していることか 

               ら、前年を下回っている。地域別では、アジア、中南米などで減少している。 なお、輸入 

               は、石炭、石油製品などが減少していることから、前年を下回っている。地域別では、アジ 

               ア、 大洋州などで減少している。 
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                表図３ 広島県の主要経済指標 
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■江田島市の景況 

 

◇中小企業景況調査（令和元年１２月） 

 

 『江田島市の景況は全国及び広島県の情勢を大きく下回っていると思われる。』 

 

 中小企業景況調査より、令和元年１０月～１２月の景況判断状況は次のとおりである。 

 

  ・令和元年１０月～１２月期の広島県の全産業の業況判断ＤＩは▲１６.４であり、全国と比較して、 

   ４.７ポイント高くなっている。 

  ・江田島市の数値は１５社分の集計結果であり、参考値としてみていただきたいが、ＤＩは 

   ▲４６.７であり、全国値・広島県値より低い値となっている。 

   

                  図表４ 景況判断状況（全産業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・江田島市１５社分の現在の景況感は次のとおりである。 

   なお、、令和元年１０月～１２月に設備投資を実施した事業者はなかった。 

 

                 図表５ 現在の景況感  
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（前期比）

１－３月 ４－６月 ７－９月 10－12月 １－３月 ４－６月 ７－９月 10－12月

全国 ▲13.9 ▲14.3 ▲15.3 ▲13.9 ▲14.9 ▲15.5 ▲16.6 ▲21.1

広島県 ▲14.5 ▲15.2 ▲17.0 ▲7.5 ▲9.7 ▲10.9 ▲13.7 ▲16.4

江田島市 ━ ▲33.3 ▲20.0 ▲33.3 ▲40.0 ▲33.3 ▲46.7 ▲46.7

2018年 2019年
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  ・中小企業景況調査では、全国で約１８,０００企業、江田島市商工会では１５社が対象となっている。   

  ・江田島市商工会においては、製造業では「製造設備の不足・老朽化」が、小売業では「大･中型店の進 

   出による競争の激化」が、建設業では「大企業の進出による競争の激化」及び「官公需要の停滞」が、 

   サービス業では「利用料金の低下・上昇難」及び「需要の停滞」が経営上の問題点の1位になってい 

   る。 

 

                  図表６ 経営上の問題点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇保証月報（広島県信用保証協会月報） 

 

 江田島市内事業所の金融保証承諾及び保証債務残高の状況は次のとおりである。 

 

 ・令和元年１２月末時点の江田島市内中小企業の保証承諾件数は６９件、金額は７５８百万円であり、前年 

  同月比では減少している。 

 ・令和元年１２月末時点の江田島市内中小企業の保証債務残高件数は４４８件、金額は３,５８４百万円で 

  あり、前年同月比では減少している。 

 

                 図表７ 保証状況（江田島市・広島県） 

 

                                             以 上 

 

 

 

 

 

 

 

１位 ２位 ３位

全　国 需要の停滞 製造設備の不足・老朽化 原材料価格の上昇

江田島市商工会 製造設備の不足・老朽化 ━ ━

全　国 従業員の確保難 熟練技術者の確保難 材料価格の上昇

江田島市商工会
大企業の進出による競争の激化

官公需要の停滞

民間需要の停滞

材料価格の上昇
その他

全　国 需要の停滞 消費者ニーズの変化への対応 大･中型店の進出による競争の激化

江田島市商工会 大･中型店の進出による競争の激化

駐車場の確保難

人件費の増加

販売単価の低下・上昇難

仕入単価の上昇

全　国 利用者ニーズの変化への対応 需要の停滞 従業員の確保難

江田島市商工会
利用料金の低下・上昇難

需要の停滞

利用料金の低下・上昇難

需要の停滞

人件費以外の経費の増加

材料等仕入単価の上昇

サービス業

経営上の問題点

製造業

建設業

小売業


